
　私たちは、家庭や地域、学校や職場など、さまざまな
場で暮らしています。私たちの生活や社会をより良くす
るためには、私たちの意見を反映させてくれる代表者
が必要であり、その代表者を決めるのが「選挙」です。
　選挙で選ばれた「代表者」が行う政治には、税金の集
め方や使い方について、さまざまな意見を調整してま
とめることや、法律や制度など国や社会のルールを作
り、社会の秩序を守ることなど大きな役割があります。
　こうした政治を行う「代表者」を選ぶための大事な
手段が「選挙」であり、しっかりとした考えを持つ候補
者を選ぶことで、私たちの暮らしをより良くすることが
できます。

■投票率の推移（参議院議員通常選挙 選挙区選出議員選挙）

明るい選挙キャラクター　選挙のめいすいくんファミリー

65

60

55

50

45

40

（％）

平
成
22
年

61.03

57.92

平
成
25
年

55.68

52.61

平
成
28
年

60.47

54.7

令
和
元
年

51.62

48.8

令
和
４
年

53.53

52.05

亀山市全国
■三重県内各市の投票率

（令和４年７月10日執行 第26回参議院議員通常選挙 選挙区選出議員選挙）

60

58

56

54

52

50

48

46

（％）

熊
野
市

59.17

い
な
べ
市

56.77

尾
鷲
市

54.52

名
張
市

54.23

桑
名
市

54.09

鳥
羽
市

53.96

伊
賀
市

53.95

亀
山
市

53.53

鈴
鹿
市

51.94

伊
勢
市

51.44

四
日
市
市

51.26

志
摩
市

51.18

津
市

51.08

松
阪
市

50.46

投票者数（人）

当日有権者数（人）

345
897

10歳代

1,528
4,147

20歳代

2,427
5,474

30歳代

3,392
6,832

40歳代

3,548
6,013

50歳代

3,816
5,684

60歳代

6,076
10,423

70歳以上

■亀山市の年代別投票率
（令和４年７月10日執行 第26回参議院議員通常選挙 選挙区選出議員選挙）
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12月は三重県明るい選挙
推進強調月間

　令和４年７月に行われた参議院議
員通常選挙における本市の投票率を
年代別に見てみると、若い世代（10
歳代～20歳代）の投票率が低い状況
が分かります。
　若い世代が投票という形で声を届
けることで、高齢者だけでなく若い世
代の意見も取り入れた政治が行わ
れ、みんなが暮らしやすい社会になっ
ていきます。

　皆さんは、選挙があれば、投票していますか？
　「毎回投票しています」という人や「誰に投票すればいいのか分からない」、
「あまり選挙に関心がない」という人など、選挙に対する思いはさまざまです。
　今回は、12月の「三重県明るい選挙推進強調月間」に合わせて、より良い暮
らしのための「選挙」について考えてみましょう。

　亀山市選挙管理委員会と亀山市明るい選挙推進協議会では、選挙時だけでな
く、日ごろから投票率向上のための啓発活動を行っています。
　特に、若者を対象とした啓発では、「二十歳の集い」での啓発物品の配布や、市内
の小・中学生を対象にした「明るい選挙啓発ポスターの作品募集」を行っています。
　さらに、今年は初めての企画として、市立図書館３階テーマ展示コーナーで選挙
に関する書籍や啓発物などの展示を行っています。12月21日（木）まで展示して
いますので、この機会に、ぜひご覧ください。

　日本では18歳になると、私たちの代表者を選挙で
選ぶことのできる権利「選挙権」が与えられます。
　これは、私たちがより良い社会づくりに参加で
きるように定められた大切な権利です。
　平成27年の公職選挙法改正で、選挙権年齢が
満20歳以上から満18歳以上に引き下げられたこ
とにより、若い世代が政
治に関心を持ち、積極
的に政治に参加するこ
とが期待されています。

　投票率は、全国的に年々低下傾向にあります。令和４年７月に行われた参議院議員通常選挙では、全国の投票
率は52.05％、本市の投票率は53.53％でした。
　県内各市の投票率は右下のグラフのとおりで、本市は県内14市の中で８番目の投票率でした。また、同選挙に
おける本市の投票率の推移を見ても、全国と同様に右肩下がりの傾向があることが分かります。
　投票率が低いと、多くの人のさまざまな意見が届かず、政治に反映されにくくなってしまいます。

　いざ投票となると、「誰に投票すればいいのか分からない」という人もいると思いま
す。一票を投じるためには、候補者を知る必要があります。候補者の情報は、テレビや
SNSなど、さまざまな方法で提供されています。日常生活の中でニュースを見たり、
ウェブサイトを利用したりして、情報を得ることができます。

問合先 選挙管理委員会事務局選挙管理グループ　（☎84－5017）

18歳になったら、
選挙権を持つことになります。
投票に行こうと思いますか？
市内では29カ所の投票所が開
設され、身近に投票所があること
を教わったので、できるだけ行き
たいと思います。
でも、優先順位は学校行事のほ
うが高いかな。予定が入っていた
ら、学校で習った期日前投票の
制度を利用しようと思います。

「選挙」と聞くと、どのようなイメージがありますか？

堅いイメージがあります。気軽に投票はできない感じ。
小学生の時に、親に連れられて投票所に行ったことは覚えています。

若者が投票しようと思うには、
どんな工夫が必要だと
思いますか？
まず、選挙がいつあるのかという
情報が、自然に入ってくることが
必要だと思います。
日ごろ、友だちと話題にするのは
YouTubeやゲームの話で、ス
マートフォンから得られる情報が
中心です。SNSで手軽に情報が
得られるといいと思います。

「明るい選挙啓発ポスター」の第１次審査

◎候補者の情報を得る方法
●新聞やテレビ　●候補者のホームページやSNS　●街頭演説　●公開討論会　●選挙公報　●選挙公約　など
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